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生  

涯  

研  

修  

講  

座

保険導入で活用法を解説

１月から保険導入されたファイバーポストの
講習会＝１月17日、Ｍ＆Ｄホール　　　　　中村氏（大阪反核平和医

療人の会世話人）が呼びかけ

第10回
理事会

ファイバーポストで講習

2000万人分の意味を
受け止め行動しよう

　

反
核
医
師
近
畿
懇
談
会
が

１
月
10
〜
11
日
に
開
か
れ
、

関
西
学
院
大
学
教
授
の
冨
田

宏
治
氏
の
講
演
を
聞
く
機
会

が
あ
っ
た
。
政
治
学
が
専
門

の
同
氏
は
、
近
年
の
国
政
選

挙
の
投
票
結
果
を
分
析
し

た
。
民
主
党
が
政
権
交
代
時

に
獲
得
し
た
３
０
０
０
万
票

は
９
０
０
万
票
に
ま
で
落
ち

込
み
、
安
倍
政
権
も
直
近
の

衆
院
選
で
１
８
０
０
万
票
程

度
し
か
取
れ
て
い
な
い
こ
と

を
紹
介
し
た
。

　

「
自
民
党
は
も
は
や
過
去

の
支
持
を
取
り
戻
せ
な
い
政

権
に
な
っ
て
い
る
。
保
守
層

を
含
め
た
約
２
０
０
０
万
の

浮
動
票
の
動
き
が
今
後
の
鍵

を
握
る
」
と
強
調
。
２
０
０

０
万
人
へ
の
対
話
の
ツ
ー
ル

と
し
て
、
戦
争
法
廃
止
署
名

の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
、
と
訴
え
た
。

　

１
月
か
ら
Ｇ
Ｃ
社
製
の
フ

ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
が
保
険
導

入
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
臨

床
・
学
術
部
は
大
阪
大
学
教

授
の
矢
谷
博
文
氏
を
講
師
に

１
月
17
日
、
生
涯
研
修
講
座

「
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト
を
用

保
す
る
）
②
リ
ン
酸
エ
ッ
チ

ン
グ
処
理
30
秒
（
ス
メ
ヤ
ー

層
除
去
、
表
層
に
脱
灰
コ
ラ

ー
ゲ
ン
層
）
③
次
亜
塩
素
酸

処
理
60
秒
（
脱
灰
コ
ラ
ー
ゲ

ン
層
の
溶
解
、
除
去
）
④
ス

ル
フ
ィ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
処

理
15
秒
（
残
留
次
亜
塩
素
酸

Na
に
よ
る
重
合
阻
害
の
回

避
）
⑤
エ
タ
ノ
ー
ル
処
理
10

秒
（
完
全
な
乾
燥
）
⑥
ボ
ン

デ
ィ
ン
グ
材
塗
布
＋
光
照
射

（
根
管
壁
の
完
全
な
重

合
）、
フ
ァ
イ
バ
ー
ポ
ス
ト

は
シ
ラ
ン
処
理
を
行
う
。

　

参
加
者
は
１
４
５
人
だ
っ

た
。

 

（
高
石
市
・
兵
頭
正
道
）

　

診
療
報
酬
改
定
対
策
で

は
、
１
月
中
旬
の
中
医
協
へ

の
諮
問
を
受
け
て
会
員
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
提
出

を
呼
び
か
け
る
こ
と
、
２
月

14
日
の
会
員
学
習
会
で
改
定

の
概
要
を
学
ぶ
こ
と
、
３
月

21
日
に
新
点
数
中
央
説
明
会

を
開
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し

た
。

　

昨
年
末
、
政
府
は
社
会
保

障
制
度
改
悪
メ
ニ
ュ
ー
の
工

程
表
を
策
定
、
▽
「
受
診
時

定
額
負
担
」
の
導
入
▽
高
額

療
養
費
制
度
の
限
度
額
の
引

き
上
げ
▽
入
院
時
の
居
住
代

の
徴
収
▽
後
期
高
齢
者
の
窓

口
負
担
の
２
割
化
▽
市
販
類

似
薬
の
保
険
外
し
や
保
険
償

還
率
の
引
き
下
げ
、
給
付
制

限
な
ど
を
提
起
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
７
月
の
参
議
院
選

挙
の
結
果
で
制
度
設
計
が
左

右
さ
れ
る
の
で
、
新
た
な
患

者
負
担
増
ス
ト
ッ
プ
署
名
を

３
月
か
ら
参
院
選
挙
前
ま
で

取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

　

平
和
と
民
主
主
義
を
め
ぐ

っ
て
は
、「
戦
争
さ
せ
な
い

・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
」
の
「
戦

争
法
の
廃
止
を
求
め
る
統
一

署
名
」
に
協
会
と
し
て
も
取

り
組
む
こ
と
に
し
、
会
員
に

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

し
た
。

訂正　１月25日付２面「ファイバ
ーポストの保険適用」にかかる記
事中、レセプトの記載例を以下の
通り訂正します。

誤　　 ファイバーポスト １本　230×１
正　１ ファイバーポスト １本　230×１

府
、
子
育
て
支
援
は
市
町

村
、
と
役
割
を
明
確
化
し

た
。
た
だ
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
府
は
何
も
し
な
い
と
言

う
わ
け
で
は
な
い
。
新
子
育

て
交
付
金
を
創
設
し
た
」
と

説
明
し
た
。
し
か
し
、
交
付

金
の
継
続
性
に
つ
い
て
指
摘

し
た
と
こ
ろ
、「（
継
続
に
）

努
力
す
る
」と
の
回
答
に
留

ま
っ
た
。

　

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

に
つ
い
て
、「
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
出
て
い
な
い
た
め
、

何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
」
と

し
な
が
ら
も
保
険
料
に
つ
い

て
は
、「
統
一
し
て
も
、
し

な
く
て
も
、
激
変
は
起
こ

る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

歯
科
技
工
士
の
減
少
に
対

療
の
提
供
体
制
の
充
実
な
ど

に
つ
い
て
、
要
望
し
た
。

　

協
会
か
ら
小
澤
力
理
事

長
、
平
尾
清
司
氏
が
、
構
成

団
体
か
ら
戸
井
逸
美
（
大
阪

民
医
連
）、
松

井
幹
治
（
大
阪

年
金
者
組
合
）

両
代
表
世
話

人
、
西
川
勝
美

歯
科
技
工
士
、

事
務
局
ら
が
参

加
し
た
。

　

子
ど
も
医
療

費
助
成
の
拡
充

で
大
阪
府
は

「
市
町
村
と
の

話
し
合
い
で
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
は
大
阪

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
」
は
、
府
健

康
福
祉
部
と
昨
年
12
月
16
日

に
懇
談
を
行
い
、
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
制
度
や
歯
科
医

し
、
医
療
確
保
基
金
の
活
用

に
よ
る
奨
学
金
の
創
設
を
提

案
し
た
と
こ
ろ
、「
医
療
確

保
基
金
を
活
用
し
て
歯
科
技

工
士
会
を
通
じ
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
の
研
修
事
業
を
実
施

し
て
い
る
」
と
話
し
た
。
し

か
し
、
歯
科
技
工
士
会
の
会

員
以
外
へ
の
研
修
の
周
知
徹

底
や
技
工
士
減
少
に
十
分
対

応
出
来
て
い
る
か
の
問
い
に

は
、「
分
か
ら
な
い
」
と
話

し
た
。

い
た
接
着
支
台
築
造
法
」
を

開
い
た
。

　

最
近
、
歯
質
の
保
存
、
歯

根
の
破
折
防
止
、
審
美
性
向

上
の
た
め
レ
ジ
ン
コ
ア
が
広

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
メ
タ
ル
コ
ア
に
取
っ
て

代
わ
る
優
れ
た
材
料
で
あ

る
。
１
月
か
ら
は
フ
ァ
イ
バ

　

協
会
は
１
月
９
日
、
第
10

回
理
事
会
を
開
き
、
診
療
報

酬
改
定
対
策
、
社
会
保
障
制

度
拡
充
を
求
め
る
医
療
運

動
、
安
保
法
制
廃
止
を
求
め

る
平
和
運
動
、
保
団
連
大
会

準
備
な
ど
を
協
議
し
、
当
面

の
運
動
対
策
を
決
め
た
。

　

理
事
会
冒
頭
、
小
澤
力
理

事
長
が
年
頭
の
あ
い
さ
つ

で
、
昨
年
の
定
期
総
会
で
達

成
し
た
４
０
０
０
人
会
員
を

専
門
部
や
地
区
活
動
、
技
工

問
題
、
平
和
と
民
主
主
義
を

守
る
運
動
な
ど
多
彩
な
協
会

活
動
で
支
え
て
き
た
と
し
、

「
今
年
は
診
療
報
酬
改
定
の

年
。
会
員
に
満
足
し
て
も
ら

え
る
説
明
会
に
し
、
こ
れ
を

機
会
に
会
員
を
増
や
し
た

い
」
と
述
べ
た
。
運
動
課
題

に
つ
い
て
は
「
安
全
保
障
関

連
法
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る

が
、
ど
れ
も
完
結
し
て
い
な

い
。
運
動
の
力
で
押
し
返
し

て
い
る
。
大
阪
府
、
大
阪
市

で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
交
渉

で
一
定
の
成
果
も
上
げ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
頼
り
に
な

る
協
会
、
魅
力
あ
る
協
会
に

な
る
た
め
、
共
同
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。

ー
ポ
ス
ト
が
既
製
の
金
属
ポ

ス
ト
に
代
わ
っ
て
臨
床
に
用

い
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
象
牙
質
と
弾
性
係

数
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
高
い
歯
根
破
折
抵
抗
が

期
待
で
き
る
。

　

し
か
し
そ
れ
ら
の
性
質
を

良
く
知
っ
て
使
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
根
管
内
象
牙
質

の
象
牙
細
管
の
密
度
は
歯
冠

部
の
象
牙
質
と
比
較
す
る
と

著
し
く
高
い
た
め
レ
ジ
ン
と

の
接
着
強
さ
が
劣
る
。
細
く

て
長
い
根
管
は
乾
燥
不
足
や

光
重
合
に
よ
る
光
が
届
き
に

く
い
。
重
合
時
の
収
縮
に
よ

っ
て
も
コ
ア
脱
離
の
原
因
と

な
る
。そ
の
事
を
踏
ま
え
、以

下
の
ス
テ
ッ
プ
を
確
実
に
行

な
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

①
ポ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス
形
成

（
歯
根
長
の
１
／
２
、
歯
質

の
厚
み
は
１
・
０
㍉
は
必

要
、
フ
ェ
ル
ル
は
２
㍉
を
確

　

理
事
会
で
は
戦
争
へ
の
道

を
許
さ
な
い
た
め
に
、
こ
の

署
名
に
取
り
組
む
こ
と
を
決

め
た
。
冨
田
氏
の
話
を
聞

き
、「
２
０
０
０
万
」
と
い

う
数
字
の
意
味
を
知
り
、
正

面
か
ら
受
け
止
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

途
方
も
な
い
目
標
の
よ
う

に
思
う
が
、
１
９
５
０
年
代

の
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
で
被
曝

し
た
第
五
福
竜
丸
事
件
を
見

つ
め
直
し
て
ほ
し
い
。
当

時
、「
マ
グ
ロ
は
安
全
か
。

家
族
の
食
卓
を
守
れ
」
と
東

京
・
杉
並
区
の
母
親
ら
が
始

め
た
原
水
爆
禁
止
署
名
は
国

内
で
３
０
０
０
万
人
分
を
集

め
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ

て
国
際
政
治
を
動
か
し
た
。

や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は
な

い
。

　

「
も
う
風
で
は
動
か
な

い
。
２
０
０
０
万
人
に
対
話

で
呼
び
か
け
よ
う
」。
冨
田

氏
の
言
葉
だ
。
戦
争
法
を
廃

止
へ
追
い
込
み
、
一
人
ひ
と

り
の
命
を
大
切
に
す
る
平
和

な
日
本
を
守
る
た
め
に
、
多

く
の
会
員
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
に
向
け
て
２
０
０
０
万
人
分

を
目
標
に
全
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
戦
争
法
（
安
保
関
連

法
）
廃
止
を
求
め
る
署
名
活
動
を
広
げ
る
た
め
、
協
会
は

１
月
９
日
の
理
事
会
で
同
署
名
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め

た
。
署
名
用
紙
は
今
号
に
同
封
し
、
全
会
員
へ
届
け
る
。

理
事
で
、
大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会
の
中
村
新
太
郎
世

話
人
が
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

今
号
同
封
の
署
名
用
紙

歯
科
医
療
の
提
供
体
制
の
改
善
を
訴
え
た

府
と
の
懇
談
＝
２
０
１
５
年
12
月
16
日
、

大
阪
市
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
争
法
の
廃
止
へ
署
名

戦
争
法
の
廃
止
へ
署
名

技
工
士
減
へ
の
対
策
乏
し
く

診
療
報
酬
改
定
対
策
を
協
議

と
の
懇
談
で
明
ら
か
に

新
点
数
説
明
会
な
ど
決
め
る

会費の減免制度お知らせ

　15年以上継続して協会の会員で、①満70
歳以上の開業医会員の方は会費を減額
（5500円→3000円）、②満75歳以上の方は
会費が免除される制度があります。
　ただし、協会の休業保障制度または保険
医年金制度のいずれかの掛け金払い込み中
は対象外となります。会費免除となった先
生方には『大阪歯科保険医新聞』のみを届
け、協会発行書籍は配付しておりません。
本制度の申請は、協会組織部まで。
※対象者には案内を１月に送付済みです。

70歳以上は減額　75歳以上は免除
休保・年金の掛け金払い込み中は適用外

大阪府

保
険
で
よ
い
歯
科

大 

阪 

連 

絡 

会


